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統合失調症の当事者研究の語りの分析 

 

多加 蝶加（和光大学現代人間学部 3年生） 

 

問題 

人は自然のうちに、見たり、聞いたり、触れたりするなかで、置かれた状況を判断して

もっとも適切な行動を選択しながら暮らしている。しかし統合失調症では、そのいずれの

部分にも不具合が生じてしまう。それが、日常生活のなかで周囲とのコミュニケーション

に支障をきたし、さまざまな生活障害につながっていく（浦河べてるの家，2002）。 

統合失調症を定義したり説明する言葉は多々あるが、それは一言でいうと「人づき合い

に困難を生じる病い」である。誰しもが生きていくうえで美徳とする社会規範、勤勉で、

思いやりにあふれ、笑顔を絶やさず、他人と協調するといった事とは正反対のことが起き

てしまう。それゆえ社会から孤立し、とくに身近な人間関係である家族や職場において軋

みが生じ、生きづらさを抱えてしまうことになる。礼節を重んじる一般社会のなかでは、

真っ先に叱責の対象となり、排斥される。もちろん当事者は、わざとしているわけではな

い。理解力や記憶力が低下したり、根気がつづかなくなったり、人の話し声が悪口に聞こ

える。そういった現実の苦労のなかで、だれよりもそのような自分に落胆し、不甲斐なさ

に腹を立てながら、普通に暮らすことに何倍ものエネルギーを費やしながら彼らは生きて

いる。そして、それらの「弱さ」は、つねに、病気の症状の一つとして治療や訓練の結果、

克服すべきものとしてあった。「病気の克服」と「社会復帰」という周囲の期待と、それが

できない現実との狭間で、いつも自分に鞭をふるいながら暮らしていた。 

当事者研究とは 

当事者研究は、統合失調症などさまざまな障害を持ちながら地域で暮らす当事者の活動

のなかから生まれた「自助自分を助ける」プログラムだ。当事者のかかえる幻聴や妄想も

含めた生きづらさの世界に共に降り立ち、苦労を共有しながら、そこから、自分に合った

生き方や暮らし方を研究的に模索していこうとするアプローチなのである。 

人に理解されない病気の苦労を長年抱えてきた当事者であり、専門家でもある。描写や言

説をいったん脇に置き、他者にわかるように自分の体験を内側から語る作業である。 

当事者研究は、症状、服薬、生活上の課題、人間関係、仕事などのさまざまな苦労を自分

が苦労の主人公当事者となって、自ら主体的に「研究しょう」と取り組み、従来とは違った

視点や切り口でアプローチしていくことによって起きてくる困難を解消し、暮らしやすさを

模索していこうというものである（向谷地，2009）。 

浦河べてるの家 

浦河べてるの家がある北海道浦河町は、日高の襟裳岬の近い太平洋岸沿い人口 1万５千人

の小さな町である。日高昆布をはじめとする水産資源と、サラダレッドなど競走馬の産地と
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しても名の知れた地域である。浦河べてるの家は、浦河赤十字病院の精神科を利用する当事

者と地域の有志によって 1984 年に開設された、生活と事業の拠点である。教会の古い会堂

を借り受け住居として活用するとともに、そこで 5人のメンバーが日高昆布の袋詰めの下請

けをはじめた。 

1988 年 12 月には、「地域への貢献」を旗印に 10万円の元手で仕入れた日高昆布を産地直

送で全国各地に出荷する事業を開始し、さらに地域のお年寄りに紙おむつの宅配をするサー

ビスも手掛け、その後（1993 年 6 月）、有限会社を成立し福祉用具や介護用品の販売を手掛

けるほか、病院の敷地管理や、地域の会社と連携してさまざまな仕事をするようになった。

現在では、社会福祉法人と有限会社を合わせて、全国各地から集まった 16歳から 70歳まで

の約 100 人以上の当事者が活動し、地域の重要なサービス拠点となっている。幻聴や妄想を

語り合う「幻聴＆妄想大会」、統合失調症者のセルフヘルプフループ等々世界の精神医療の

最先端の試みが、北海道の浦河という小さな町では既に根を下ろしていたことで注目を集め

ている（伊藤・向谷地，2010）。 

 

目的 

統合失調症などの精神障害にとって病気からの回復に有効な心理教育プログラムとして

当事者研究がある。当事者の苦労を語り仲間とともに研究して病気との付き合い策を探る当

事者研究の物語である。 

本研究の目的は、当事者による語りを回復への重要なテーマである。べてるしあわせ研

究所・向谷地 (2011)の当事者の記述を対象にして、「苦労を仲間とともに取り戻す」ため

の当事者研究特徴をテキストマイニングの手法を用いてに明らかにすることを目的とする。 

 

方法 

（１） 分析対象 

2011 年に出版された、べてるしあわせ研究所・向谷地（2011）より当事者研究の記述部

分を分析対象とした。 

本書において当事者研究は第 2部「当事者研究の実際」に以下の 18事例が記述されてい

た。なお、「当事者研究的 タイプ別恋愛の傾向と対策」の事例は当事者研究から得た結論

のみが書かれていたので分析対象から除外した。 

① 「コンプレックスの研究」 

② 「自分探しの四年間の研究」 

③ 「ドラマチック幻聴さんのつきあい方の研究」 

④ 「幻聴さんとのつきあい方の研究」 

⑤ 「気分年齢低下の研究」 

⑥ 「おせっかいバリアの研究」 

⑦ 「リストカットの研究」 
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⑧ 「被害妄想爆発からの脱却の研究 

⑨ 「親離れの研究――大人になるために」 

⑩ 「かっこつけ状態の研究」 

⑪ 「生き方と死に方の研究」 

⑫ 「振り返す彼女、振り返される彼氏の研究」 

⑬ 「苦労の仕分け人――恋愛マニフェストの研究」 

⑭ 「ふたりの付き合い方の研究」 

⑮ 「起業の苦労の研究」 

⑯ 「自分の運転の仕方の研究」 

⑰ 「息子関白の研究」 

⑱ 「自分いじめからの脱却の研究」 

（2）分析手順 

 分析手順としては、べてるしあわせ研究所・向谷地（2011）をテキストファイル化し、

Microsoft Office Excel 2007 により、テキストマイニング用に TSV（タブ区切り）データ

を作成して Text Mining Studio に読み込ませた。 

テキストマイニングによる分析は（1）基本情報、（2）単語頻度解析、（3）係り受け頻度

解析、（5）特徴語分析、の順に行った。 

 

結果と考察 

（１） 基本統計量  

 基本情報とは表 1に示されたような 18 事例から得られたテキストの基本的な情報である。

18 事例のテキストは 119 行に分割して入力した。平均行長（文字数）は 251.3 であり、総

文数は 1463 文で平均当たりの文字数は 20.4 であった。また、内容語の延べ単語数は 11367

であり、単語種別数は 3252 であった。タイプ・トークン比は、0.286 であった。 

 

 

表 1 テキスト全体の基本統計量 
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（２） 単語頻度解析 

単語頻度解析とは、テキストに出現する単語の出現回数をカウントすることによる分析

である。当事者研究に特有の表現が入っている。ここでいう「苦労」とは当事者が自分の

かかえる苦労への対処を専門家や家族に丸投げしたり、諦めたりするのではなく、自分

らしい苦労の取り戻しを通じて「苦労の主役」になろうとすることである。 

「幻聴さん」については、当事者間では、生体不明の声（幻聴）を「幻聴さん」と親しみ

を込めて呼んでいる。「お客さん」とは、何かを行うしたときに突然起きる不安や心配事で

ある。自分は嫌われている、必要とされていない、などはマイナスの「お客さん」と呼ん

でいる。 

表 2 単語頻度解析（上位 20 単語） 

 

 

（３）係り受け頻度解析 

係り受け頻度解析とは、テキストに出現する係り受け表現の出現回数をカウントするこ

とによる分析である。表 4 は全 18 事例における係り受け頻度解説結果によれば、全 18 事

例において最も高い係り受けは「浦河」とは、地名であり、当事者研究が生まれた場でも

ある。 

「当事者研究」では、日常的に「ミーティング」が行われ、日常のリズムのなかに至極

当たり前に定着している。日々の生活であたりまえとなったこそミーティング自体が日常

となり、当事者研究自体が日常的テーマとなるのだ。 

ここでいう「爆発」とはさまざまな困難に直面した時の自己対処や自分の助け方の方法

の一つである。壁に穴を開けたり、大声をあげたりの方法などがある。だが効果は一時的

で、後始末が大変で、次の爆発のきっかけとなることが多いという欠点がある。 
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表 3 係り受け頻度解析 

 

 

（4）特徴語分析 

特徴語分析とは、テキストに付随する属性ごとに、特徴的に出現する単語を抽出したも

のである。表 4－1 から表 4－6 は特徴語分析の結果をあらわしたものである。ここでは先

行研究（佐藤，2009）および当事者研究の構造に合わせて、各セクションに対して属性の

編集を行い、「はじめに」「苦労のプロフィール」「目的」「方法」「内容（結果と考察）」「お

わりに」という各項目を作成し、属性としてまとめた。 
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表 4 特徴語抽出結果 

表 4－1「はじめに」         表 4－2「苦労のプロフィール」 

 

 

表 4－3「目的」              表 4－4「方法」 
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表 4－5「内容（結果と考察）」     表 4－6「おわりに」 

  

 

「はじめに」（表 4－1）は、どういう研究かを示す導入部分である。たとえば，「被害妄

想爆発からの脱却の研究」事例では、「僕は統合失調症になって、爆発という苦労を抱えて

悩んでいた二〇〇五年に当事者研究と出会いました。それから今まで研究を続けてきまし

た。そこで、今回は被害妄想を見極めて、爆発やひきこもりから脱却する自分の助け方に

ついてまとめてみました」と述べている。 

「苦労」という語は病気から来る生活上の困難や困り事についての当事者研究に特有の

表現である。また「苦労」を「取り戻す」というのはべてるでは、治療という観点よりも、

「苦労する力を取り戻す」「病気を生きる」といった視点が強調されている。それは、援助

者が話を聞くことではなく、当事者が自らを知り、自分を自分の言葉で語り、自分自身で

悩むことを通じて初めて自己治療へと向かうという意味がある。 

「爆発」とは先にも説明したように、さまざまな困難に直面した時の自己対処や自分の助

け方の方法である。 

「幻覚妄想大会」はべてるで年に一回一番感動的で多くの人を勇気づけた幻覚妄想の体験

をしたメンバーを表彰する大会のことである。 

「苦労のプロフィール」（表 4－2）は、本人の生育歴や苦労の経験が述べられている部分

である。たとえば，「生き方と死に方の研究」事例では以下のように述べている。「私の自

己病名は、自分のコントロール障害です。私の家では父が絶対的権力を持ち、緊張や暴力

の絶えない中、私はこの家をなんとかしようとがんばる一方で団体行動ができず、弱い子

をいじめる問題児でした。中学はイギリスに留学しましたが、ルール違反の限りをつくし
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て退学になり、高校はフリースクールでした。最初の大学では、すぐにトラブルを起こし

て退学し、再度大学に入り卒業はしましたが、在学中にネパールに逃亡し、結婚相手を見

つけ人生をやり直そうと思いましたが、父の猛反対であきらめるなどトラブル続きで、静

養しょうと浦河まできました。しかし、どこで働いてもケンカするか泣いてばかりで、心

配した友達に連れられ、精神科を受診しました。そして、べてるにスカウトされ、今はパ

ンチングローブという音楽ユニット活動と、女性メンバーで起業したむじゅん社の代表を

しています」。 

「家」「母」「父」「卒業」「学校」の語は生活歴の中のイベントであり、「繰り返す」の原

文を参考すると（1）当事者が幻聴を繰り返すことと、（2）「中学」「高校」「大学」で不登

校を繰り返すことと、（3）「精神科」に入退院を繰り返すという三つの意味があった。 

「自己病名」は主治医からもらった医学的な病名に対して、当事者自身の実感に基づい

た生活感があふれる「病名」である。当事者の研究でみんなで考えることによりユニーク

な自己病名が生まれる。 

「目的」（表 4－3）は、具体的な研究の目標が書いてある部分である。たとえば，「気分

年齢低下の研究」事例では「子どもがえりや妄想依存のメカニズムに気づき、そこから脱

却するためです。」と述べられている。「苦労」の「研究」による「苦労」の「パターン」

と「メカニズム」の解明により自分の助け方を整理するという研究の共通の目的が見えて

くる。 

「方法」（表 4－4）では、どのような研究のやり方を行ったかが書いてある。たとえば，

「親離れの研究―大人になるために」の事例では、「べてるに通い、当事者研究ミーティン

グに参加し、仲間やスタップとの振り返り作業などで研究しました。」と述べられている。 

「ミーティング」という語は当事者が自分のかかえている苦労や経験を語る場であり、

またコミュニケーションの練習場でもある。 

「お客さん」とは、前に述べたように、何かをしょうとしたときに突然起きる不安や心

配のことである。自分は嫌われている必要とされていないなどはマイナスの「お客さん」

と呼んでいる。当事者研究では「仲間」や「スタップ」の力を借りながらお客さんへの対

処法練習することを大切にしていることがわかる。 

「内容（結果と考察）」（表 4－5）では、研究内容と得られたことや気がついたかを書い

てある。たとえば，「親離れの研究―大人になるために」事例では「グランプリも獲り、や

っと人間になれましたが、これからは本当の大人になる研究をしなければと思っています。

現在は長年の母親依存や爆発などから脱却できたので、自分のなかが空っぽな感じで、病

気というコードがなくなって素っ裸で寒い状態です。これから自分に似合う服や、生き方

のスタイルを探していきたいです」と述べられている 

当事者研究では、「考える」という営みの回復を大切にしている。それは、当事者が自己

病名を考えたり、幻聴さんへの新しい対処方法を考えたりすることである。 

「森式」とは、「気分年齢低下の研究」事例において、当事者の森氏が一人で研究を行い、
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実際の対処法としての「森式」を開発した。「森式」というのは、当事者研究メンバーであ

る森亮之さんが開発した技で、身体のふるまい方によって誤作動を修正する方法である。 

「おわりに」（表 4－6）では、当事者たちは「自分」の「研究」を通じてわかったことや

気がついたことを語っている。「自分」の「苦労」のパターンや「幻聴さん」との付き合い

経験を聞いてくれた仲間に対して嬉しい気持ちをわかる。 

「幻聴さん」とは、前にのべたように、当事者研究では、生体不明の声（幻聴）を「幻

聴さん」と親しみを込めて呼んでいる。 

なお、「苦労」という単語に着目してみると、表 4－1「はじめに」では特徴語第 1位であ

り、表 4－3「目的」にでは特徴語第 2位であり、表 4－4「方法」では第 5位であり、最後

に表 4－6「おわりに」では特徴語第 10 位であった。6 つの属性のなかで、「苦労」という

単語が 4つのセクションに上位 10語の中にエントリーしている。また、全体頻度は 113 で

あるが、属性頻度が順に 20(表 4-1)、11(表 4-3)、12(表 4-4)、13(表 4-6)となっており、

筆者の分析能力の限界を超える結果となった。なお、「当事者研究」という単語も表 4－1

「はじめに」では第 3 位で 8(属性頻度)/31(全体頻度)であるとともに、表 4-4「方法」で

は第 2位として 13(属性頻度)/14(全体頻度)という頻度となっていた。 

（5）特徴語の先行研究（佐藤，2009）との比較 

佐藤（2009）と本研究とは共通した表現が多い。個別にみると「はじめに」のセクショ

ンで「研究」という単語が共通しており、「苦労のプロフィール」では「学校」「母」「精神

科」「家」「高校」などが共通していることがわかった。また、「目的」のセクションでは共

通単語が見られなかった。「方法」のセクションでは「ミーティング」「苦労」「協力」「研

究」「メンバー」などの単語が共通しており、佐藤（2009）の「結果」と「考察」と、本研

究の「内容（結果と考察）」セクションでは「お客さん」「自分」「助ける」という単語が共

通していた。 

佐藤（2009）と本研究の異なる単語に着目したところ、大きな違いが 2点ある。 

第一は、佐藤（2009）の分析対象とした向谷地・浦河べてるの家（2006）では「結果」

と「考察」のセクションが独立していたが、本研究の分析対象である、べてるしあわせ研

究所・向谷地（2011）ではそれらの 2 つのセクションが「研究内容」として統合されてい

たことである。本研究の分析対象は月刊雑誌である『メンタルヘルスマガジン こころの

元気＋』であり、その連載記事「べてるの家の当事者研究」（第 21 号～第 39）に基づいて

制作されたものであった。この連載記事は、2011 年の最新号においても、同じセクション

で区切ってあることが確認できた。第二の相違点として、「自己病名」のセクションの位置

づけの違いがある。佐藤（2009）では「はじめに」のセクションに位置づけていたけれど

も、本研究では、「苦労のプロフィール」セクションに頻出しておりその位置づけが変化し

ていたことが確認できた。 
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おわりに 

この研究を通じて当事者研究のキーワードである「病気」「経験」「仲間」などの特徴をよ

り深く理解できた。当事者は自分と同じような体験をしている仲間の話を聞き、自分の症

状を病気として理解したり、「自分だけじゃないんだ」と安心感を得ることができるように

なる。そして、仲間同士とスタッフの力を借りながら、症状と向き合い、失敗を繰り返し

ながらもうまく症状と付き合う方法を学んでいくのだろう。このような病気とうまく付き

合おうとする姿勢が、私には大きな勇気を与えた。当事者から学ぶことにより、仲間の力

と笑いの力、そして人と人との絆の大切さを実感できたのである。 

当事者研究という場には、いつもユーモアと笑いが絶えない。ユーモアの語源が「に

もかかわらず笑うこと」といわれるように、「笑う」ということは、究極の「生きる勇

気」である。また、お互いの弱さや苦労をありのまま持ち寄ることによって、その場に

連帯が生まれ、人の苦労や弱い部分が、そのままで人を慰め励ます力に変えられること

である。このような当事者研究の楽しい雰囲気は、本研究からは上手に抽出することがで

きなかった。今後の課題としたい。 
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